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賛 助 会 員 募 集 !

日本ユニセフ協会と各協定地域組織の活動を賛助会費によってご

支援いただく方法です。現在、鳥取県でも多くの賛助会員の方に

ご協力いただいています。鳥取から世界の子どもたちを支えましょう!!

■ユニセフライブラリー
ユニセフの活動を紹介するビデオ・DVD・パネル・学習
教材等の貸出しを行っています。

■ビデオ・DVD
「ユニセフと地球のともだち」「すべての子どもに教育を」
「シュヌンシュヌン–子どもたちからのメッセージ」 など

■パネル
「ユニセフってなあに」 「わたしも学校に行きたい」

■学習教材
「地図でユニセフ」 「地球のともだちユニセフワークブック」
幼児向け絵本「ちきゅうからのしつもん」 など

■展示ツール
ネパールの水がめ、マラリア対策の蚊帳、経口補水塩など

種類 対象 賛助会費

一般賛助会員 個人 一口 5,000円

学生賛助会員 学生(18歳以上) 一口 2,000円

団体賛助会員 団体、法人、企業 一口 100,000円

ボランティア登録、資料貸出、

その他お問い合せ等は、事務局

までご連絡ください。また、どなたで

もお気軽にお立ち寄りください。

月・火・金 10：00～16：00
水 10：00～12：00

鳥取県生協本部１階になります !

〒680-1202

鳥取市河原町布袋597-1 鳥取県生協内

TEL/FAX：0858-71-0970

E/-Mail：unicef-tottori@juno.ocn.ne.jp

URL : http://unicef-tottori.jp/

賛助会員期間は、入会月より１年間です。 賛助会費は寄付金控除の

対象になります。 一般・学生賛助会員は個人名でのお申込みに限ります。

[今後の活動予定]

● 4/24(月) 14‐16 第7回 役員会 (鳥取大学 広報センター)

● 6/22(木)～23(金) 学習講師研修会 (日本ユニセフ協会 ユニセフハウス)

● 6/26(月) 13-14:30 鳥取大学くらしの経済・法律講座 (鳥取大学)

「チョコレートにまつわる児童労働を考える

～ドキュメンタリー映画「バレンタイン一揆」を通して ～ 」

● 7～8月 (未定) 夏休みユニセフ学習会

※詳細は決まり次第HPに掲載

ｕｎｉｃｅｆ Ｒｅｐｏｒｔ

７ 年目 を迎えるシ リ ア危機 。
今 、 子 ど も た ち の 状 況 が 急 速 に 悪 化 し て い ま す 。

ユニセフや世界の子どもたちに関心のある方はもちろん、

あなたの好きなことをユニセフ活動に生かしてみませんか？

♪絵や文章を書くのが好きな方 ♪子どもが好きな方

♪手作りするのが好きな方 ♪パソコンが得意な方

♪学習会の組み立てを一緒に考えてくれる方などなど

自由研究に!!

■ ゆうちょ銀行 募金口座

振替口座 ： 00190-5-31000

口座名義 ： 公益財団法人日本ユニセフ協会

* 通信欄に 「シリア」 「K1-310 鳥取県」 と明記 願います。

* 窓口での振り込みの場合は、送金手数料が免除されます。

(公財)日本ユニセフ協会HPより

第4回 ラブウォーク in 鳥取 開催!!
5/13 (土) 10 ～ 東郷湖周辺にて

ラブウォークはどなたでも参加できます。

歩いて健康!! 参加費の一部がユニセフ募金に!!

ラブウォークの詳細は、

4月中旬頃HPにて

ご案内します。

シリア緊急募金

近隣諸国や欧州に避難する人が後を絶たず、

支援が必要な子どもの数は800万人以上と、

2012年当時の50万人から15倍に膨れ上がっ

ています。また、シリアやアフガニスタン、

イラクなど紛争下にある祖国を逃れ、安全な

場所を求めて地中海を渡った人は130万人近

くだと言われています。

紛争が起こる前はみんな家で暮らせました。あの頃が一番良かったです。

友達を失うこともありませんでした。でも今はみんないなくなりました。

友達の半分は亡くなり、半分はシリアから避難しました。

家から避難した日のことを今でも覚えています。爆弾の大きな音が聞こえました。

今まで経験したことがないものでした。

©UNICEF Video 出典：日本ユニセフ協会HP https://www.youtube.com/watch?v=xeNWIBRmB8o

『亡くなった友達が半分、避難した友達が半分』 モヘブくん １１才 (シリア アレッポ)

チェスが好きです。平和で静かなひとときを過ごせますから。友達に負けても気にしませんよ。

友達のオマー君は亡くなりました。一緒に遊び普段通り家に帰りました。

翌日オマー君が亡くなったと聞きました。家に爆弾が落ち、家族全員が亡くなりました。

オマー君がくれたノートは一番の宝物です。

将来は弁護士になりたいです。苦しい立場の人を守ることができますから。

人の力になりたいです。憎しみ合うのではなく、お互いを想いやってほしいです。

みんな仲閒です。みんなで力を合わせなくてはいけません。

もう誰もいなくなることがないように。

（2017年3月時点）
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長谷部誠さん 2016年12月24日日本ユニセフ協会大使に就任

「サッカー界から、すでに多くの方々がユニセフ親善大使として、世界の子ども

たちのために活躍されています。僕も、今からその一員として、微力ながら、ア

フリカなど特に厳しい状況に置かれている子どもたちのために、皆さまとともに

力を尽くしていきたいと思います」 長谷部 誠 ©日本ユニセフ協会

子どもたちは疲れ果て、安心して眠ることも出来ずにいます。トラウ

マを抱えており、心のケアや医療サービスを必要としています。授乳中

の母親に対する乳幼児への適切なケアを提供するための環境づくりも欠

かせません。脆弱な立場に立たされている子どもたち、とりわけ旅の途

中で保護者とはぐれてしまった子どもたちに対する責任ある喫緊の支援

が必要です。



活 動
報 告

「子どもたちにやさしい地球を残そう」
＆ 「わたしも学校に行きたい」

● 2017/3/26(日) ～ 4/9(日)

米子市児童文化センター

<羽合小学校>

ハンド・イン・ハンド募金、

ご協力ありがとうございました。

募金額 75,981円。

● 2016/11/27(日)
くらよし国際フェスティバル● 2016/11/23(水)

とっとり市民活動フェスタ

● 2017/3/12(日)
かぷりあ祭

●2017/1/16(月) 東部エリア会

映画「バレンタイン一揆」上映

～児童労働について考える～

[会 議]

● 第6回 役員会
2016/11/29（火）
鳥取大学
広報センター

● 事務局長会議
2017/2/16（木） ～ 17（金）
日本ユニセフ協会 ユニセフハウス

2017/1/18(水)

●2016/11/28(月) 西部エリア会

「児童労働について＆クリスマスリース作り」

ユニセフ学習会では「世界の児童労働」に

ついてクイズも交えながら学習をしました。

また、フェアトレードの仕組みについても、動画

や実際の商品を紹介し、理解を深めました。

◆ガールスカウト

◆鳥取県生協

世界の働いている子どもたちの写真展示・
児童労働についてのクイズを魚釣りゲーム
にして現状を伝えました

全国を巡回しているユニセフキャラバン隊、日本ユニセフ協会学校事業

部から２名の方が、2016/10/11(火)～12(水)鳥取に来られました。

県や県教育委員会への表敬訪問、教職員向け研修会、羽合小学校と

倉吉北高等学校への出前授業と精力的に活動をされました。

ボランティアの方も数名参加して、出前授業などを体験し、多くのことを

学ぶことができました。

アフリカ干ばつ緊急募金をきっかけに、その現状

についての学習会を開催。「もしエチオピアの村に

ユニセフ職員として派遣されたら?」というグループ

ワークでは、農業、医療、教育、環境保全など学

生の専門分野での意見が活発に出ていました。

(感想)私たちの生活の中に、子どもたちが
働いて生産されたものがあることに気づき、
一人一人が世界を変える行動をしていきた
いですね。

■ ユニセフパネル展

●2016/9/1～11/30

役員関係の23団体に募金箱を設置して

いただきました。

また、賛助会員の方にもご協力いただき、

募金額は総額165,455円でした。

みなさまありがとうございました。

● 2016/12/4(日)
タイムフェスティバルイベント出展

テーマは

「児童労働」

ガーナで児童労働の問題と出会った日本の女の子たちのドキュメンタリー映画

「バレンタイン一揆」（NPO法人ACE制作）を上映

● 2016 / 11 / 29 (火) 鳥取大学 広報センター

● 2017 / 1 / 16 (月) とりぎん文化会館

● 2017 / 2 / 4 (土) 米子市文化ホール

<倉吉北高等学校>
© 真珠まりこ

「栄養不良から小さな命を守ろう」

ユニセフハウス見学

カカオ豆が、児童労働
という形で私たちの手
元に届くまでの過程を
知り驚きました。

「ユニセフってなぁに ?」 世界のいろいろな状況にいる子どもたちのことをいっしょに考えてみましょう!!

学校での出前授業をはじめ、ユニセフ活動に関心がある各団体に出向いての学習会を行っています。

ユニセフ活動のDVDや、支援物資の実物にも触れることができます。

● 3/1 (水) ～ 3/5 (日)

ホープタウン米子

● 3/7 (火) ～ 3/12 (日)

米子市立図書館

うまく釣れるかな…!?

現地の人の言葉や、
現地で問題を見てき
た3人の女の子の言葉
が響きました。児童
労働は、働かされる
ことではなく、搾取
されることだと思い
ました。

大人やまわりが考え方を変え、
行動することで子どもの環境
も変わると思いました。

ガーナの子どもたちの学ぶ目の色が変わってすごい
と思った。“教育は人を変える”

カカオ豆を生産して
いる大人も子どもも、
チョコレートを食べ
たことがないとは…
生産者のことを知る、
消費行動を見直す努
力をしていきたい。 2017/1/11(水)

2年生の総合学習で、ユニセフや世界の子どもの現状を知り、国際社会における相互扶助やこれからの

自分たちの生き方について考える機会として取り組みました。 学習後は募金活動につながり、修学旅行

では、東京のユニセフハウスを見学、募金を贈呈していただきました。

●11/4(金) 出前授業

●11/7(月)～19(日)
ユニセフ パネル等の展示

●11/9(水)～11/10(木)
世界の子どもたちについて調べ学習

●11/11(金) ワークショップ
「2030年理想の鳥取市にするためには」

11/15(火) 各グループ別 プレゼンテーション

●11/24(木)～26(土)
修学旅行

フリージャーナリスト 久保田 弘信さん

から、取材したイラクの最前線での戦闘

や難民のこと、報道の現実を聞きました。
※ 「ふらっと」でミニ学習会事業委託

2017/3/12(日)


